
● SSH 授業研究会
● SSH 研究成果発表会
● 地域を対象とした科学教室

研究成果の発信・地域連携

● 集まれ！理系女子　
　 女子生徒による科学研究発表交流会

広域連携による研究発表会の実施

大学・研究機関等

県内外教育機関・地域社会等

ノートルダム清心学園
清心中学校

清心女子高等学校

ノートルダム清心学園
清心中学校

清心女子高等学校
大学・研究機関等

県内外教育機関・地域社会等

・高大連携実習
・講師派遣等

・会場提供
・講師派遣

● 学校設定科目「データサイエンス入門」（高１生命） 

● 学校設定科目「SS 課題研究基礎」（高１）

● 学校設定科目「SS 課題研究」    （高２）

● 総合的な学習の時間「課題探究」 （中学）

● 学校設定科目「SS ゼミナール」（高１）

● 体験型実習「SS ゼミナール Jr.」（中学）

SSH 科目を軸とした科学リテラシーの向上
● 学校設定科目「実践英語」（高１-３生命） 

● 外国人教師を担任とした学級運営（高１生命）

● 学校設定科目「グローバル自然探究」  （高１・２）

● 体験型実習「オーストラリア研修」（中３）

● 「言葉のちから」の時間の設定（中学・高校）

グローバル社会で必要な言語能力の育成

● 学校設定科目「SS フィールド探究」（高２生命） 　● 学校設定科目「アートサイエンス」（高２生命）

● 里山を活用した教育活動  （中学・高１）　　　　　　　　● グローバルセミナー（中学・高校）

課題解決のための発想力及び思考力の育成
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2006 ～

2011 ～

2016 ～

2021 ～

2006　中学「英語プログラム」開設。
　　　 高校「生命科学コース」  「文理コース」開設。

第Ⅱ期 SSH
  成長期

第Ⅲ期 SSH
拡大期

第Ⅳ期 SSH
成熟期

2008　併設型中・高一貫校に学則変更。

2012　ユネスコスクールの認定を受ける。

2015　スーパーグローバルハイスクール
　　　 アソシエイトの認定を受ける。

2006 年より

スーパーサイエンスハイスクール研究開発開始

〇 集まれ！理系女子発表交流会の全国展開　
〇 科学英語研究会・理科教材研究会の継続
〇 課題研究レベルの向上　　　　
〇 沖縄座間味島でのフィールドワーク
〇 沖縄久米島でのサマーサイエンススクールの実施　
〇 マレーシア・ツンフセインオン大学と連携した海外研修

〇 大学と連携した実習の開始
〇 課題研究活動の開始　　　　
〇 蒜山や沖縄西表島でのフィールドワーク　
〇 マレーシア国立サバ大学と連携した海外研修

〇 清心中学校を含めた SSHの拡充　
〇 SSH 学校設定科目「探究数学」の実施
〇 課題研究レベルの向上、
　 ISEF（国際科学技術フェア）への選抜　　
〇 ESD を意識した探究活動の展開　
〇 社会科学や国際的なテーマの課題研究の開始
〇 ５教科を対象とした SSH公開授業の実施
〇 リサーチリテラシー等、評価法の開発

〇 SSH 学校設定科目「データサイエンス入門」の実施
〇 SSH 学校設定科目「アートサイエンス」の実施
〇 全コースの生徒を SSH主対象に。
〇 理工系分野の高大連携実習の実施
〇 ISEF（国際科学技術フェア）への選抜　　
〇 地域に向けての科学教室の実施
〇 集まれ！理系女子発表交流会のオンライン化
〇 MI チェックリスト等、評価法の開発

スーパーサイエンスハイスクール

研究開発の主な topics

マレーシア・ボルネオ島での海外研修（2009.3.29）マレーシア・ボルネオ島での海外研修（2009.3.29） ISEF2018（2018.5.17）ISEF2018（2018.5.17）集まれ！理系女子（2013.10.26）集まれ！理系女子（2013.10.26） 近畿大学での実習（2022.7.16）近畿大学での実習（2022.7.16）沖縄座間味島研修（2019.10.4）沖縄座間味島研修（2019.10.4）

第Ⅰ期 SSH
創成期

2018　高校「NDSU進学コース」開設。

2019　高校「特別進学コース」開設。 SSH指定に伴い、科学技術に関する興味・関心・資質・能力を高めるため、通常のカリキュラムに加えて学校独自の授業を実施しています。

実践英語SS ゼミナール

グローバル自然探究

SSH 学校設定科目の授業内容の一例

ビッグデータ社会において、効果的なデータの利活用を
実践します。コンピュータでデータを扱う上での基本的な
技術と、基礎的なプログラミング技術の習得を行います。

課題解決につながる論理的思考・批判的思考・水平思考の
育成という共通テーマの下、各教科が授業研究を行い、そこで開発した

教材及び指導法等を他校及び教育関係者に向けて公開しています。さらに外部講師
による教育講演会も実施し、今求められている教育について、参加者に情報提供を行っています。

地域の子どもの科学に対する興味関心を高める教育活動を
生徒と共に展開しています。本校の自然環境を活かし、変形菌の生態を

テーマとした科学教室、学校の敷地内の竹林を伐採し、資源として活用する竹ワーク
ショップ、倉敷青年会議所と連携した「生きる力楽習カレッジ  理界村」の運営を行っています。

論理的な思考力の育成に重点を置き、文章の読解、デー
タの読み取り、身近な課題の解決策の提案などの実習を
通して、論理を構築する力、表現力の育成を行います。

自然科学分野・社会科学分野における課題を自ら設定し、研究
活動を通して課題解決に挑みます。仮説設定や実験手法の立案、
実験結果の考察、研究成果のプレゼンなどを行う授業です。

大学構内または研究施設において、高
校で学習する内容よりも高度な内容の
実験を、大学の教員や学生の指導の下
で体験します。生物・化学系の内容を
中心とし、生殖補助医療や医療工学分
野の技術についても学びます。

科学的な話題を英語を用いて学ぶ事や、
英語によるアウトプットを想定した探
究学習等に取り組むことで、科学英語
に親しみ、英語を用いた主体的表現力
を身につけます。授業内で理科実験を
するなど、科目横断型で進めています。

多民族・多宗教で、英語も準公用語として広く使われているアジア
を研修地とし、現地の大学の先生から直接講義を
受け、生物多様性について学びます。

鹿児島県桜島及び屋久島を研修地とし、
両島の成り立ちと地質の特性について
学びます。さらに屋久島では、気温や
気候、照度等のデータから植物相の違
いについて考察する探究活動を行いま
す。ヤクザルやヤクシカにも会えます。

理学と芸術を融合させた分野の授業を
行うことで、アート思考について触れ、
自分なりの発想をもとに新たな価値を
創造する思考力を身につけます。自然
物や構造物に見られる美について目を
留め、その法則について探究します。

SSH 学校設定科目

データサイエンス入門データサイエンス入門

ウォード法によるクラスター分析の協働学習ウォード法によるクラスター分析の協働学習

実践英語実践英語

英文資料を活用した生物種の分類英文資料を活用した生物種の分類

グローバル自然探究グローバル自然探究

マレーシアの大学の先生による講義マレーシアの大学の先生による講義

SS フィールド探究SS フィールド探究

屋久杉の倒木更新についての調査活動屋久杉の倒木更新についての調査活動

アートサイエンスアートサイエンス

構造美と機能美を兼ね備えたパスタブリッジの製作構造美と機能美を兼ね備えたパスタブリッジの製作

課題研究
生物教室・化学教室・物理教室を課題研究の実施のために放課後は開放しています。

もちろん、危険な試薬の扱いや高価な研究機器の使用は、教員の指示の下で行いますが、基本的には
生徒が自由に「研究活動（＝Labo 活）できる場」を提供しています。研究が学校生活の一部となるよう、多くの

生徒がそれぞれの研究をそれぞれのペースで進めていく自由な環境が、本校の課題研究の文化であり、特色になっています。

課題研究活動の一例

 ～課題研究テーマ例～
〇 麦踏みの効果 ～踏まれた麦の地下部では何が起こっているのか～
〇 アントシアニンの変化
〇 「飲む点滴」甘酒の原料の米麴は植物の成長に役立つのか
〇 豆苗と葉大根の気温ストレスによるジベレリンの生成量の変化
〇 タマネギのもつ抗菌作用は植物のがんにも効果があるのか
〇 高い抗酸化活性を保有した宇宙食の提案
〇 乳香および没薬の抗酸化活性と活用の歴史
〇 アカハライモリにおける異性の個体に対する認識について
〇 ミミズにおける酸性土壌に対する嗜好性
〇 変異誘発物質 EMSの種子への影響を見る
〇 森の宝石ブッポウソウ  巣立ちまでの記録
〇 アカマツ枯死木に発生する変形菌の腐朽環境への選好性
● 子どもの読書量の増加方法に関する研究
● 日本がワークライフバランスを実現するには
● 男性の化粧行動が受け入れられるために
● 選択的夫婦別姓と私たちの未来

校内で課題研究を発表する機会を設けています。
中学生にとっては、先輩の研究成果のプレゼン
テーションを見ることで、実験方法や発表資料
の作り方、伝え方などを学ぶことが出来、自ら
の研究に活かすことが出来ます。

〇自然科学系　●社会科学系

校内 SD 探究活動発表会校内 SD 探究活動発表会

研究内容が学会誌に原著論文として掲載
生徒が進めている課題研究の成果が、岡山理科大学自然植物園が発行して
いる科学ジャーナル「Naturalistae」に原著論文として掲載されました。
また、英文で作成した原著論文が日本生物地理学会が出版している学会誌
「Biogeography」に掲載されました。

アカマツ枯死木に発生する変形菌の
腐朽環境への選好性

Biodiversity of myxomycetes on litter twigs of 
different trees from forests of western Japan

校内で研究発表会を開催

※掲載された論文は、上記のQRコードから閲覧することが出来ます。

全国レベルの研究成果発表会で多数の実績 
 日本学生科学賞や高校生・高専生科学技術チャレンジといった全国レベル
の研究発表会に毎年挑戦しています。さらにそれらで高評価を得た研究は
アメリカ国際科学技術フェア（ISEF）に日本代表として選出されています。
～ ISEF 出場研究　発表タイトル ～
≪ISEF2022≫ 分野：Plant Sciences（植物科学）
Effects of Treading Stress on Changes in Morphology 
and DRO1 Gene Expression of Barley Roots

≪ISEF2020≫ 分野：Plant Sciences（植物科学）
Diurnal Fluctuation of Water Absorption Efficiency in Rice (Oryza sativa) 
based on Aquaporin Expression Rhythm and Stomatal Opening and 
Closing Rhythms

≪ISEF2018≫ 分野：Microbiology（微生物学）
Screening of Yeasts in Azalea Nectar for Bioethanol Production

≪ISEF2016≫ 分野：Plant Sciences（植物科学）
Marsilea leaf opening is controlled by cooperation of 
two blue light systems, stomata opening 
and gene expression

Naturalistae 26: 33-40 (Feb. 2022) Biogeography 24: 70-78 (Sep. 2022)

高大連携
大学の実験設備を用いた実習や、大学の先生を招聘して講義をして頂く機会が

数多くあります。大学や研究施設に行き、高度な内容の実験を、大学の先生の指導の下で体験
します。さらに、女性研究者の講義を受けたり、女性の大学院生から実習のサポートを受けることができます。また

大阪公立大学では女子大学院生と交流する機会をつくっており、進路についての体験談を聞くなど、キャリア意識を高めます。

高大連携実習・研修の一例

 ～主な連携先と実習内容～
〇● 広島大学：臨海実験所で海の生物についての内容
〇● 岡山大学：生殖補助医療についての内容
　● 大阪公立大学：バイオマスエネルギーについての内容
　● 近畿大学：医療化学についての内容
　● 関西大学：次世代太陽電池についての内容
〇　 徳島大学：バイオ工学についての内容
〇● 徳島文理大学：薬学及び有機化学についての内容

高校 1年生では、年に 4回程度、大学構内もし
くは附属の研究施設で実験を受ける機会があり
ます。大学の教員や学生の指導の下で体験する
ことにより、科学分野に対する興味・関心を高
めます。また、大学という場所に足を踏み入れ
ることで、進学を意識させ、主体的な進路選択
と高校での学習に対する真摯な姿勢を養います。

〇 2021年度実施
● 2022年度実施

次世代太陽電池の試作（関西大学）次世代太陽電池の試作（関西大学）

フィールド調査を主体とした研修（探究活動）
高校 2年生を対象に、屋久島をフィールドとして行う宿泊研修を実施して
います。日常と異なる場所で、様々な角度から自然について学び、自然に
ついての科学的な理解を深めます。また、グループ活動によりーダーシッ
プや協調性も育てます。

大学での実習

フィールドワークは中学校でも実施
 岡山県の自然について体験的に学ぶプログラムを中学生対象に実施してい
ます。岡山県自然保護センターでは動植物の採集と観察・分類を行い、新
見・高梁エリアでの地学巡検では鍾乳洞の観察を行います。どちらも学芸
員の指導の下で、自然に対する科学的な知識や見方について学びます。

女性大学院生との交流（大阪公立大学）女性大学院生との交流（大阪公立大学）

徳島文理大学での実習徳島文理大学での実習 岡山大学での実習岡山大学での実習 大阪公立大学での実習大阪公立大学での実習 広島大学附属臨海実験所での実習広島大学附属臨海実験所での実習

ヤクスギ樹齢調査ヤクスギ樹齢調査 アコウの木アコウの木 しゅう曲の観察しゅう曲の観察

井倉洞訪問（新見市）井倉洞訪問（新見市） 自然保護センター（和気郡）自然保護センター（和気郡）

 高大連携の実績

女子生徒の

科学研究発表交流会を主催 主体的な女子の理系選択を促すためには、様々な進路意識をもつ女子生徒のネットワークを全国規模で拡げることや、様々な研究分野で活躍する女性研究者のロールモデルを
提供することが有効だと考えています。『集まれ！理系女子　女子生徒による科学研究発表交流会』では、お互いの研究内容を発表し合い交流を深めることで、それぞれが興味を持って

いることや、将来の進路意識についての情報交換を促すことを意図し、開催しています。さらに、女性研究者による講演会を実施し、第一線で活躍している女性研究者の声を女子生徒らに届けています。
2009 年度から始まったこの交流会は、毎年必ず本校が主催しており、本校の SSH事業の中でも大きな柱となっています。対面形式だけでなくオンライン形式でも実施するなど、様々な工夫を加えながら実施しています。

『集まれ！理系女子　女子生徒による科学研究
発表交流会』は、2009 年度に広島県福山市で
第 1回を行いました。その後、徐々に参加者が
増え、2015 年度以降は東京都内の大学を会場
に実施しています。運営面では他校や大学と連
携し、理系女子進学支援のネットワークつくり
にも寄与しています。

全国から女子中高生を招集
この会は交流を中心としており、課題研究におい
て明確な成果が出ていない、途中段階でもエント
リーが可能です。発表することでプレゼン力が鍛
えられることはもちろんのこと、発表中にもらっ
た助言が研究のブラッシュアップにつながります。
毎年参加してくれる学校も多く、回を重ねるごと
にこの交流会は全国規模で定着しています。本校
生徒も高校 2年時に進めている課題研究の成果を
この交流会で発表します。秋に行われる交流会な
ので、年間の課題研究活動の中間発表の場として
位置づけています。

課題研究発表の場として

早稲田大学での開催（2019）早稲田大学での開催（2019） 学習院大学での開催（2018）学習院大学での開催（2018）

 ～主な連携大学～
〇 愛媛大学女性未来育成センター
〇 奈良女子大学 STEAM・融合教育開発機構
〇 大阪公立大学女性研究者支援センター　等

交流会の中で、女性研究者による講演会を設定し
ています。講演では、研究内容の他、これまでの
キャリアについても触れて頂き、生徒の理系進路
選択を促すきっかけとなるようにしています。

女性研究者による講演会
東京都での全国大会に、地理的に参集できない学校もカ
バーできるよう、地方大会やオンライン大会も実施して
います。特にオンライン大会は zoomや oVice といった
オンライン会議システムを活用して実施しています。オ
ンライン大会では、研究アドバイザーの先生方も招聘し
やすく、より大学との連携が強い研究
発表交流会とすることが
できています。

地方大会・オンライン大会も実施

 ～過去、講演して下さった女性研究者の例～
2018年度：学習院大学経済学部経営学科教授  白田由香利 氏
2019年度：国立研究開発法人科学技術振興機構副理事  
　　　　　  渡辺美代子 氏
2021年度：奈良女子大学研究院自然科学系物理学領域助教 
                    下村真弥 氏
2022年度：成蹊大学理工学部教授 稲垣昭子 氏
※上記以外にも多数の先生方に講演して頂いています。

『集まれ！理系女子　女子生徒による科学研究発表交流会』

発表当日の様子

女性研究者による講演（2022）女性研究者による講演（2022）

データサイエンス入門

アートサイエンス

SS 課題研究・発展探究SS 課題研究基礎

SS フィールド探究

植物の遺伝子の解析植物の遺伝子の解析 両生類の胚の観察両生類の胚の観察 植物の癌化の抑制植物の癌化の抑制 酵母の培養作業酵母の培養作業

科学教室の開催
SSH 授業研究会

オンライン大会（2022）オンライン大会（2022） 高１数学（2022）高１数学（2022） 高１生物基礎（2022）高１生物基礎（2022） 一般社団法人 Fora　藤村卓己 氏
による講演
一般社団法人 Fora　藤村卓己 氏
による講演

授業研究会では、5教科及び SSH学校設定科目を
対象として研究授業を行っています。第 4期 SSH
において実施した研究授業の指導案は本校のホー
ムページ上で公開しており、実施後も授業内容を
閲覧できるようにしています。

研究授業指導案はH.P. で公開

※右記のリンク先には、研究
　授業の指導案だけでなく、
　第 1～２期 SSHの研究紀要
　や過去の SSH研究開発実施
　報告書等も閲覧することが
　できます。

第 4期 SSH の授業研究会においては、以下の
講師を招聘し、講演をして頂きました。

SSH 教育講演会も実施

2021年度：叡啓大学ソーシャルシステムデザイン学部教授
　　　　　  保井俊之 氏
     「ウェルビーイング中心デザインによる論理的思考、批判
　　的思考及び水平思考による能動型学習の設計と有効性検証 : 
　　22 世紀型大学の叡啓大学での取り組み」
2022年度：一般社団法人 Fora 代表理事　藤村卓己 氏
　  「総合的な探究の時間における探究学習の
         展開とその評価方法」

『SSH 授業研究会』

当日の様子

粘菌観察実験教室粘菌観察実験教室 竹炭つくり竹炭つくり 理界村理界村

地域の子ども対象の科学教室

当日の様子

本校が建てられている才公山は
緑が多く、自然環境が豊かな
ところです。粘菌観察実験教
室では、日本変形菌研究会の
メンバーと連携し、粘菌の探
索と顕微鏡下での観察を行っ
ています。小学生から高校生
まで、多くの方々が参加して
下さっています。本校生徒も
スタッフとして参加し、器具
の使用方法等を教えています。

粘菌観察実験教室
倉敷青年会議所との地域連携
企画として、生徒が考案した
楽しい科学実験を、近隣の小
学生に体験してもらう機会を
設けています。参加者に科学
の楽しさを実感してもらい、
科学好きな子どもの裾野
拡大を目指し
ます。

理界村
本校敷地の周辺には竹林が拡が
っており、放棄竹林の問題など、
SDGs について学ぶ教材として
活用しています。本校生徒に限
らず、地域からの参加者を募り、
竹を資材として活用する機会を
つくっています。廃竹を利用し
た竹炭の作製、竹水を採取して
化粧水やフラワーエッセンスを
つくる活動を行って
います。

竹ワークショップ


